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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成27年5月21日(2015.5.21)

【公表番号】特表2014-518007(P2014-518007A)
【公表日】平成26年7月24日(2014.7.24)
【年通号数】公開・登録公報2014-039
【出願番号】特願2014-504415(P2014-504415)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/80     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   9/16     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   3/04     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   33/00     ４１０　
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｊ
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６４５　
   Ｃ０９Ｋ   11/80     ＣＰＰ　
   Ｆ２１Ｖ    9/16     １００　
   Ｆ２１Ｖ    3/04     ５００　
   Ｆ２１Ｙ  101:02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年4月1日(2015.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源を含む蛍光体強化光源のためのルミネッセンスコンバータであって、前記ルミネッ
センスコンバータは、第１の有機ルミネッセンス材料と、第２の有機ルミネッセンス材料
と、第３の無機ルミネッセンス材料とを含み、
　前記第１の有機ルミネッセンス材料は、前記光源によって放射された光の第１の部分を
吸収し、及び／又は、前記第２の有機ルミネッセンス材料若しくは前記第３の無機ルミネ
ッセンス材料のうちの少なくとも１つによって放射された光の一部分を吸収し、前記第１
の有機ルミネッセンス材料は、前記吸収した光の少なくとも一部を第１の色分布の光に変
換し、
　前記第２の有機ルミネッセンス材料は、前記光源によって放射された光の第２の部分を
吸収し、及び／又は、前記第１の有機ルミネッセンス材料若しくは前記第３の無機ルミネ
ッセンス材料のうちの少なくとも１つによって放射された光の一部分を吸収し、前記第２
の有機ルミネッセンス材料は、前記吸収した光の少なくとも一部を第２の色分布の光に変
換し、前記第２の色分布は前記第１の色分布とは異なり、前記第１の有機ルミネッセンス
材料及び前記第２の有機ルミネッセンス材料のうちの少なくとも１つは、前記第１の有機
ルミネッセンス材料による前記第１の色分布の下方端の光の一部分の吸収、前記第２の有
機ルミネッセンス材料による前記第２の色分布の下方端の光の一部分の吸収がもたらされ
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る自己吸収の影響を受け、
　前記第３の無機ルミネッセンス材料は、前記光源によって放射された光の第３の部分を
吸収し、及び／又は、前記第１の有機ルミネッセンス材料若しくは前記第２の有機ルミネ
ッセンス材料によって放射された光の一部分を吸収し、前記第３の無機ルミネッセンス材
料は、前記第１の有機ルミネッセンス材料及び前記第２の有機ルミネッセンス材料のうち
の少なくとも１つによる光の自己吸収を補償するために、前記吸収した光の少なくとも一
部を第３の色分布に変換する、ルミネッセンスコンバータ。
【請求項２】
　前記第１の色分布は、赤色光を含み、
　前記第２の有機ルミネッセンス材料は、前記第３の無機ルミネッセンス材料によって放
射された光の一部分を吸収し、及び／又は、前記光源によって放射された光の一部分を吸
収するだけであり、
　前記第２の色分布は、黄色光を含み、
　前記第３の無機ルミネッセンス材料は、前記光源によって放射された光の前記第３の部
分のみを吸収し、
　前記第３の色分布は、４９０ｎｍ乃至５６０ｎｍのスペクトル範囲内の光を含む、請求
項１に記載のルミネッセンスコンバータ。
【請求項３】
　前記第２の有機ルミネッセンス材料は、式（Ｉ）又は（ＩＩ）：
【化１３】

【化１４】

による化合物であり、
　式中、
　Ｇ１は、直鎖若しくは分岐アルキル基又は酸素含有アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏｍであ
って、ｎは、１乃至４４の整数であり、ｍ＜ｎ／２であるか、又はＧ１は、Ｙであり、
　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｊ及びＱは、それぞれ、独立して、水素、イソプロピル、ｔ－ブチル、フ
ッ素、メトキシ、又は、非置換の飽和アルキルＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎは、１乃至１６
の整数であり、
　Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４、及びＧ５のうちの少なくとも２つはフッ素である一方で、Ｇ２、Ｇ

３、Ｇ４、及びＧ５のうちの残りは、独立して、水素、メトキシ、又は、非置換の飽和ア
ルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎは、１乃至１６の整数であり、
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　Ｒは、直鎖若しくは分岐アルキル基又は酸素含有アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏｍであっ
て、ｎは、１乃至４４の整数であり、ｍ＜ｎ／２であるか、又は、Ｒは、水素、イソプロ
ピル、ｔ－ブチル、フッ素、メトキシ、若しくはシアノであり、
　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｊ及びＱは、それぞれ、独立して、水素、イソプロピル、ｔ－ブチル、フ
ッ素、メトキシ、シアノ、又は、非置換の飽和アルキルＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎは、１
乃至１６の整数である、請求項１に記載のルミネッセンスコンバータ。
【請求項４】
　前記第２の有機ルミネッセンス材料は、式（ＩＩＩ）若しくは（ＩＶ）：
【化１５】

【化１６】

によるペリレンモノアミド化合物を含むか、又は、前記第２の有機ルミネッセンス材料は
、式（Ｖ）若しくは（ＶＩ）：
【化１７】

【化１８】
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によるフッ素置換されたペリレンビスアミド化合物を含む、請求項３に記載のルミネッセ
ンスコンバータ。
【請求項５】
　前記第１の有機ルミネッセンス材料は、ペリレン誘導体を含む、請求項１に記載のルミ
ネッセンスコンバータ。
【請求項６】
　前記第３の無機ルミネッセンス材料は、ＹＡＧ：Ｃｅ又はＬｕＡＧ：Ｃｅのうち少なく
とも１つを含む、請求項１に記載のルミネッセンスコンバータ。
【請求項７】
　前記第１の有機ルミネッセンス材料、前記第２の有機ルミネッセンス材料、及び前記第
３の無機ルミネッセンス材料の混合体を含む層を含む、請求項１に記載のルミネッセンス
コンバータ。
【請求項８】
　少なくとも３つの層からなる積層を含み、各層は、前記第１の有機ルミネッセンス材料
、前記第２の有機ルミネッセンス材料、及び前記第３の無機ルミネッセンス材料の群から
の単一のルミネッセンス材料を含む、請求項１に記載のルミネッセンスコンバータ。
【請求項９】
　前記第１の有機ルミネッセンス材料、前記第２の有機ルミネッセンス材料、及び前記第
３の無機ルミネッセンス材料の群からの第１の材料を含む第１のサブ領域と、
　前記第１の有機ルミネッセンス材料、前記第２の有機ルミネッセンス材料、及び前記第
３の無機ルミネッセンス材料の群からの第２の材料を含む第２のサブ領域と、
　を含む層であって、
　前記第２の材料は、前記第１の材料とは異なり、前記第１のサブ領域は、前記第２の材
料を含まず、前記第２のサブ領域は前記第１の材料を含まない、前記層を含む、請求項１
に記載のルミネッセンスコンバータ。
【請求項１０】
　前記第１の有機ルミネッセンス材料、前記第２の有機ルミネッセンス材料、及び前記第
３の無機ルミネッセンス材料の群からの第３の材料を含む更なる層を含み、前記第３の材
料は、前記第１の材料及び前記第２の材料とは異なる、請求項９に記載のルミネッセンス
コンバータ。
【請求項１１】
　前記層は、前記第１の有機ルミネッセンス材料、前記第２の有機ルミネッセンス材料、
及び前記第３の無機ルミネッセンス材料の群からの第３の材料を含む第３のサブ領域を含
み、前記第３の材料は、前記第１の材料及び前記第２の材料とは異なり、前記第３のサブ
領域は、前記第１の材料及び前記第２の材料を含まず、前記第１のサブ領域及び前記第２
のサブ領域は、前記第３の材料を含まない、請求項９に記載のルミネッセンスコンバータ
。
【請求項１２】
　光源と、
　請求項１に記載のルミネッセンスコンバータと、
　を含む、蛍光体強化光源。
【請求項１３】
　前記光源は、青色光を放射する、請求項１２に記載の蛍光体強化光源。
【請求項１４】
　演色評価数が８０より大きい発光を有する、請求項１２に記載の蛍光体強化光源。
【請求項１５】
　請求項１に記載のルミネッセンスコンバータ、又は、請求項１２に記載の蛍光体強化光
源を含む照明器具。
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